
〒762-0024

香川県坂出市府中町字南谷 5001-4

tel : 0877-48-2191 /  fax : 0877-48-3249

HP : http://www.pref.kagawa.lg.jp/maibun/

E-mail : maibun@pref.kagawa.lg.jp

2018年（平成30年）10月
発行：

香川県埋蔵文化財センター

綾川 JR 讃岐府中駅

善通寺府中線
香川県
埋蔵文化財センター

府中小

▲

府中湖 PA スマート IC

新宮交差点
国道 11 号

高松善通寺線

電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
・
ご
住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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詳
し
く
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申込先

▲ 若杉山遺跡の石灰岩中に含まれる水銀朱

第
4
回
四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

発
掘
へ
ん
ろ
展

「
四
国
の
彩
り
」

第
4

回
四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
へ
ん
ろ
展

「
特
別
な
色
｜
赤
」

▲ 辰砂の精製に使う石杵 ( 徳島県名東遺跡 )▲ 朱で彩られた石棺の一部 ( 香川県けぼ山古墳 )

▲ 鍬形石 ( 香川県　高松市茶臼山古墳 )

第
3
回
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

考
古
学
講
座

● ●

日

　時
：

　平
成
30
年
10
月
2
日
（
火
）
〜
12
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　9
時
〜
17
時

　
　

休
館
日
：

　土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　
　
　

※

11
月
3
日
（
土
・
祝
）
、
11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　11
月
24
日
（
土
）
は
開
館

観
覧
料
：

　無
料

解
説
会
：

　11
月
11
日
（
日
）

　10
時
〜
11
時

　

　　　　　

展
示
・
考
古
学
講
座
の
お
知
ら
せ

展
示
・
考
古
学
講
座
の
お
知
ら
せ

本
講
座
で
は
、
人
間
と
火
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
「
火
お
こ
し
」
の
観
点
か
ら

そ
の
歴
史
を
考
え
ま
す
。
香
川
県
に
お
け
る
発
火
具
の
移
り
変
わ
り
を
中
心

に
そ
の
歴
史
的
背
景
を
解
説
し
ま
す
。

　

           　

　
　　　　　　　　　　

日

　時
：

　平
成
30
年
11
月
24
日
（
土
）

　10
時
〜
12
時

会

　場
：

　香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　講
習
室

講

　師
：

　蔵
本
晋
司  

（
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　主
任
文
化
財
専
門
員
）

定

　員
：

　30
名  

（
申
し
込
み
先
着
順
）

聴
講
料
：

　無
料

　

　　　　　
「
火
を
お
こ
す
」

●
特
別
展
示

　県
有
形
文
化
財 

（
考
古
資
料
）

「
上
天
神
遺
跡
出
土
辰
砂
関
連
資
料
」の
一
部
を
展
示
し
ま
す
。

　

し
ん
し
ゃ

わ
か
す
ぎ
や
ま

み
ょ
う
ど
う

か
み
て
ん
じ
ん

四
国
地
区
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

発
掘
へ
ん
ろ
展
は
、
四
国
内
の
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
５
団
体
が
合

同
で
開
催
す
る
巡
回
展
で
、
今
回

は
「
四
国
の
彩
り
」
を
テ
ー
マ
に

展
示
を
行
い
、
四
国
内
の
出
土
品

や
発
掘
調
査
で
出
会
う
さ
ま
ざ
ま

な
色
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▲ 把手付広片口皿 ( 香川県上天神遺跡 )

あ
わ
す
い
ぎ
ん
こ
う
し
ょ
う
ぐ
ん

▲ 那賀川流域の山中にある若杉山遺跡

い
ぬ
や
ま
て
ん

は
こ
し
き
せ
っ
か
ん

　

辰
砂
利
用
に
関
連
す
る
遺
物
は
、

香
川
県
旧
練
兵
場
遺
跡
（
善
通
寺
市
）

の
ほ
か
徳
島
県
、
愛
媛
県
、
岡
山
県

な
ど
の
拠
点
的
な
大
集
落
で
も
出
土

し
ま
す
が
、
上
天
神
遺
跡
ほ
ど
多
く

の
資
料
が
出
土
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
産
地
か
ら
遠
方
の
集
落
で

あ
り
な
が
ら
、
精
製
し
た
辰
砂
を
多

量
に
手
に
入
れ
、
何
ら
か
の
加
工
を

集
中
的
に
行
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
辰
砂
の
利
用
や
流
通
を
考
え

る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

「
特
別
な
色―

赤
」
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
こ
の
他
、
旧
練
兵
場
遺
跡
（
善

通
寺
市
）
か
ら
出
土
し
た
赤
色
顔
料

（
辰
砂
・
ベ
ン
ガ
ラ
）
の
精
製
に
使

用
し
た
石
臼
（
ベ
ン
ガ
ラ
が
付
着
）
、

石
杵
（
辰
砂
が
付
着
）
や
、
把
手
付

広
片
口
皿
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
香

川
県
内
の
拠
点
的
な
集
落
で
あ
る
旧

練
兵
場
遺
跡
の
、
上
天
神
遺
跡
と
は

違
っ
た
赤
色
顔
料
の
持
ち
込
ま
れ
方

に
も
興
味
が
わ
き
ま
す
。

　

む
か
し
の
人
々
は
、
「
赤
」
の
ほ

か
に
も
信
仰
の
対
象
や
古
墳
の
副
葬

品
な
ど
大
切
な
品
々
に
「
白
」
や
「
緑
」

「
青
」
「
金
」
な
ど
美
し
い
色
彩
を
持

た
せ
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
む

か
し
の
人
々
の
豊
か
な
色
彩
に
触
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
「
赤
」
に
つ
い

て
は
「
特
別
な
色―

赤
」
と
し

て
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
赤
」
の
原
料
に
は
辰
砂
（
水

銀
朱
・
硫
化
水
銀
）
や
ベ
ン
ガ

ラ
（
酸
化
第
二
鉄
）
が
あ
り
、

縄
文
時
代
以
降
、
漆
器
や
土
器

な
ど
器
物
へ
の
塗
彩
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

辰
砂
は
特
に
貴
重
で
、
弥
生

時
代
〜
古
墳
時
代
中
期
に
は
、

一
部
の
墳
墓
や
古
墳
の
埋
葬
施

設
で
辰
砂
を
大
量
に
塗
布
す
る

行
為
が
認
め
ら
れ
、
彩
り
の
た

め
と
い
う
よ
り
、
死
者
の
鎮
魂

や
再
生
を
願
う
な
ど
、
呪
術
的

な
性
格
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
徳
島
県
の
犬
山
天

神
社
古
墳
の
箱
式
石
棺
か
ら
出

土
し
た
頭
骨
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
骨
の
表
面
に
は
辰
砂
が
見

ら
れ
、
埋
葬
の
際
に
辰
砂
を
塗

布
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鑑
定
の
結
果
、
50
代
の
女
性
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
中
国
大
陸
か
ら
辰
砂

が
流
入
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
一
方
、
徳
島
県
に
は
辰
砂
を

産
出
す
る
「
阿
波
水
銀
鉱
床
群
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
角
に
あ

る
若
杉
山
遺
跡
で
は
、
弥
生
時

代
後
期
〜
古
墳
時
代
前
期
の
、

辰
砂
原
石
や
精
製
に
利
用
し
た

石
器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、

辰
砂
の
採
掘
と
精
製
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
回

展
示
中
の
徳
島
県
名
東
遺
跡
の

石
杵
も
辰
砂
の
精
製
に
使
わ
れ

た
も
の
で
、
「
赤
」
い
色
が
鮮

や
か
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
香
川
会
場
で
一

部
を
特
別
展
示
す
る
「
県
有
形

文
化
財
（
考
古
資
料
）
上
天
神

遺
跡
出
土
辰
砂
関
連
資
料
」
は
、

鉢
や
把
手
付
広
片
口
皿
な
ど
辰

砂
の
加
工
に
関
わ
る
専
用
容
器

お
よ
び
辰
砂
が
付
着
す
る
土
器

で
、
一
二
六
一
点
に
及
ぶ
資
料

で
す
。
遺
跡
か
ら
は
、
辰
砂
の

精
製
に
は
欠
か
せ
な
い
石
杵
や

台
石
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
か

な
り
精
製
さ
れ
た
状
態
で
遺
跡

に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

じ
ん
し
ゃ

い
し
ぎ
ね

「
四
国
の
彩
り
」

か
ら


